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三木清の東亜協同体論 
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(1) 三木清の東亜協同体論 
 三木清の東亜協同体論は、通常考えられているような地政学的な概念ではありません。彼の
東亜協同体論は、同時代の地政学的な問題枠を打破し、諸個人･諸民族が国民国家を超えて、そ
れぞれの固有性を生かし対等に相互に補完しあって連鎖する「世界」を構築しようとするヴィ
ジョンです。三木清の同時代は、あらゆる資源を総動員する技術支配体系が地球規模で展開し
始めています。彼はその「グローバル・テクノクラシー」とでもいうべき事態に、それを超え
る自由な個性者の世界を形成する現実的可能性が孕んでいるのではないかと推察しました。三
木清はその可能性を、資本主義論・中国近代化論・帝国主義論・民族論・日中文化交流史論・
日本主義イデオロギー論・協同社会論・他者論・構想力論・知識人論・文化(政策)論・学問論
という多くの角度から探求しています。 
三木清の東亜協同体論は彼固有の存在論に根拠づけられています。彼には、事物は互いに他
の要素を含みあう補完関係を結び多様な個性をなしているという固有の存在論があります。例
えば、三木清が生涯の主題として探究した歴史哲学は技術哲学に根拠づけられ、技術哲学は歴
史哲学がささえています。技術哲学に根拠づけられた歴史哲学は、歴史哲学の究極としての宗
教哲学に向かう使命(規定性)があります。彼の宗教哲学的処女作『パスカルに於ける人間の研
究』(1926 年)は『歴史哲学』(1932 年)を生み、『歴史哲学』は『技術哲学』(1941 年)を要求し
ました。『技術哲学』のあと、宗教哲学的研究｢遺稿 親鸞｣(1944-1945 年)が執筆されます。そ
れぞれの研究は他の研究と連鎖し円環を結びます。 
さらに例えば、『歴史哲学』から「遺稿 親鸞」までとほぼ同じ時期に執筆された『構想力の
論理』(1937－1943 年)の「第 1 章 神話」・「第 2 章 制度」・「第 3 章 技術」も、他の要素を含
み合う存在です。「神話」は、魔術という形で「技術」の原始形態を内部に含み、祭儀という仮
構に「制度的機能」を含んでいます。逆に、「技術」は、魔術に起源をもち、「技術」は「制度」
になって現実に機能します。｢第 4章 経験｣は「神話・制度・技術」という現象諸形態を深部の
構想力から根拠づけるものですし、逆に、その相互補完関係にある現象諸形態は、構想力その
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